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江別市自治会連絡協議会ホームページをご利用く ださ い！江別市自治会連絡協議会ホームページをご利用く ださ い！
令和６ 年７ 月より 、自連協ホームページ がリ ニュ ーアルし まし た。

旧ホームページ は令和７ 年３ 月３１ 日で終了し ます。

新ウェ ブ サイト およ び旧ウェ ブ サイト（ h ttp s : //j ic h ik a i . e b e tsu . o rg /）に掲載し て いる

記事のバッ ク アッ プ はさ れな いため、各自でデータ の保存や移行を お願いし ます。

〔 新ホームページ ででき るこ と 〕

① 自治会マッ プ（ 各自治会の区域の閲覧、住所を 入力し て 該当の

　  自治 会を 検索で き ま す）

② 自連 協だより「 な な かまど 」の閲覧

③ 自治会データ ベース の登録（ 各自治会の情報を 入力で き ま す）

④ 自治会ブ ロ グの作成と 更新

⑤ 自治会回覧の電子化

検索方法はこ ち ら

自連協ホームページ

詳し い利用方法につきまし ては、自連協事務局（ ☎０１１－３８１－１０１８ ）までお問い合わせく ださ い。

自治会. j p

自治会活動研修会を 開催し まし た

　 令和６ 年度自治会活動研修会を ９ 月２ ０ 日（ 金） に市民会館３ ７ 号室で開催し まし た。

　 今年度は「 自治会のデジタ ル化について」 を テーマに、 特定非営利活動法人シェ ロ ク リ 　 佐藤誠一理事長

に講演し ていただき まし た。 講演後は、「 自治会ホームページの作成について」 を テーマに、 いずみ野自治

会　 田原寿夫会長に事例報告を し ていただき まし た。

　 当日は、 市内自治会から ５ ７ 名が出席し 、 皆さ ん真剣に講演に耳を 傾けていまし た。

　 現時点ではデジタ ル化に踏み出し ていない自治会が多く 、 参加者から は「 今後のデジタ ル化に向け、 検討

し ていき たい」 と いう 声が多く あり まし た。

https://jichikai.ebetsu.org/


（ 6） 自連協だより「 ななかまど」 令和７ 年１ 月１ 日  第181号

北海道町内会連合会共済掛金の納付を口座振替にしませんか？北海道町内会連合会共済掛金の納付を口座振替にしませんか？

令和６ 年度、試験的に一部自治会で道町連共済掛金の納付を 口座振替で

行っており まし たが、令和７ 年度から 本格導入し ます。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ぜひ利用をご 検討く ださ い。

〔 口座振替を 利用するメ リット 〕

① 自治会・ 自連協双方の負担を 軽減で き る

② 振り 込みのために金融機関に出向く 必要がな い

③ 納 め忘れの心配がな い

④ 振込手数料 は自連協が負担

　  （ ※初回登録手数料のみご 負担いただき ま す）

利用要件、申込方法など、詳しく は令和６ 年１２ 月下旬に各自治会にお送りし たお知ら せをご 覧く ださ い。

※口座振替の仕組みとし て、「 会費ペイ 」を 利用し ます。

「 会費ペイ 」の
詳細はこ ちら

↓

次年度の補助金申請の準備をよろし く お願いいたし ます！

※１ 　 新年度総会議案書で代用可

※２ 　 令和６ 年２ 月検針分より 「 電気ご使用量のお知ら せ（ 検針票）」 や「 請求書」 等の書面にかえて、 W eb サービス

「 ほく でんエネモール」 に W EB 移行と なり まし た。「 ほく でんエネモール」 会員になり まし たら 、 料金が確定し

た翌日以降、「 受領済証明書」 または「 電気料金等の請求のお知ら せ」 を PD F フ ァ イ ルでダウン ロード でき ます

ので、 印刷し てお持ちく ださ い。

補　 助　 金 必　 要　 な　 書　 類

自治会活動費補助金

自治会活動費補助金交付申請書

事業計画書・ 収支予算書（ 第２ 号様式）　 ※１

自治会活動状況報告書

総会議案書（ 新年度のも の）

請求書

世帯数報告書

必要な場合は委任状

自治会館運営補助金

江別市自治会館運営補助金交付申請書

前年度の自治会館事業報告・ 収支報告書

当該年度の自治会館事業計画・ 収支予算書

請求書

必要な場合は委任状

防犯灯維持費補助金

防犯灯維持費補助金交付申請書

防犯灯維持費補助金対象電灯料支払明細書

請求書

必要な場合は委任状

昨年度（ ４ ～３ 月） の「 受領済証明書（ ほく でんにて発行）」、 またはほく でん

から 送付さ れた「 請求内訳書写し 」 およ び「 電気料金領収書写し 」　 ※２
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住区会館と は、サーク ル活動や会議などで利用でき る 市の公共施設で、

市内８ か所にあり ま す。利用予約は各会館の窓口で受け付けていま す。

使用料など 詳細は各会館へお問合せく ださ い。

地域の交流・活動に
　住区会館を利用しませんか?

名　 称 住　 所 電話番号

野幌公会堂 野幌代々木町５４  ３ ８ ３ －６ ０ ４ ２

文京台地区センタ ー 文京台７－４  ３ ８ ６ －７ ０ ９ ５

江別市区画整理記念会館 朝日町１１－１２  ３ ８ ３ －４ ３ ３ １

野幌鉄南地区センタ ー 東野幌本町６２－１  ３ ８ ２ －１ ６ ０ １

大麻東地区センタ ー 大麻東町１３－１１  ３ ８ 6 －6 2 9 9

豊幌地区センタ ー 豊幌６８６－１０  ３ ８ 0 －１ 0 0 2

大麻西地区セン タ ー大麻西地区セン タ ー

江別元町地区セン タ ー江別元町地区セン タ ー

【 共通事項】

開館時間

午前９ 時から
午後９ 時まで

休　 館　 日

月　 曜　 日
（ 月曜日が祝日の
場合は翌火曜日）、

１２ 月２９ 日から
翌年１ 月3 日まで

住所： 大麻沢町2 6 -2 　 電話：３８ 7－0 2 2 1 　 管理人： 常駐　 駐車場： あり 　 貸室： 会議室１ 号(1 0 8 .0 ㎡)、

会議室２ 号（ 8 2 .0 ㎡）、会議室３ 号（ 4 8 .0 ㎡）、会議室４ 号（ 3 0 .1 ㎡）、和室１ 号(3 0 .0 ㎡）、和室２ 号(3 0 .0 ㎡）

住所： 元町１ -２ 　 電話：３８９－５３５６ 　 管理人： 常駐　 駐車場： あり 　 貸室： 会議室１ 号（ 1 2 7 .2 ㎡）、

会議室２ 号（ 6 3 .6 ㎡）、会議室３ 号（ 3 0 .0 ㎡）、和室１ 号（ 4 3 .0 ㎡）、和室２ 号（ 1 8 .8 ㎡）

そ の他の
住区会館

大
麻
西
公
園

大
麻
西
公
園

２ 番通２ 番通

３ 番通３ 番通

JR大麻駅JR大麻駅

江別第三中学校江別第三中学校

３ 番通３ 番通

飛烏山
公園

飛烏山
公園

江別市立病院江別市立病院

　 江別市の市政施行 7 0 周年記念式典（ 1 0 月 2 7 日）

の中で、 令和６ 年度 江別市貢献賞の表彰式が行わ

れまし た。

　 平成９ 年から 現在ま での永き にわたり 大麻元町

第二自治会副会長、 会長を 歴任さ れ、 自治振興の

分野において 多大な 尽力を さ れたと し て、 江別市

自治会連絡協議会理事　 粕谷　 堅一郎さ んが受賞

さ れまし た。
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大麻桜木町第二自治会

「 笑顔と 安心があ ふれる 地域作り 」

　 新年あけまし ておめでと う ございます。 本年も どう ぞよ ろ し く お願い申し 上げます。

　 こ の度、 大麻桜木町第二自治会について紹介さ せていただき ます。 現在、 当自治会の世帯数は、 2 0 0 世

帯、 9 班体制で活動し ており ます。 自治会の活動と し ては、 ゴミ ステーショ ン や街路灯の管理、 排雪の実

施は勿論の事、 各部による 様々な取組、 活動がございます。 主な活動の紹介を さ せていただき ます。

【 環 　 境 　 部】 ・ 花壇活動　 ・ 清掃活動（ 春と 秋の年 2 回）　

【 女 　 性 　 部】 ・ お茶会　 ・ ラ ン チ会

【 福 祉 厚 生 部】 ・ 日帰り バス旅行

【 防 犯 防 災 部】 ・ 街路灯確認　 ・ 見守り 活動（ 春の交通安全）　 ・ 天そば昼食付防災学習会

【 青少年育成部】 ・ 夏休みラ ジオ体操　 ・ こ ども 花火大会　 ・ 雪中ミ ニ運動会

【 総 　 務 　 部】 ・ 赤い羽根　 ・ 能登半島沖地震募金

【 サーク ル活動】 ・ パーク ゴルフ ク ラ ブ　 ・ カ ーリ ン コ ンク ラ ブ　 ・ 手打ち そばの会

　 　 　 　 　 　 　  ・ さ く ら 太極拳サーク ル　 ・ う たごえ喫茶

　 こ の中から 「 日帰り バス旅行」 のご報告を いたし ます。

　 昨年の 1 0 月 6 日（ 日） に、 4 2 名の参加によ り 開催し ま し た。 大型バス 1 台を 1 日チャ ータ ーし て、

余市の果樹園と 小樽を 散策し て来まし た。

　 余市の果樹園では、 林檎や梨の収穫を 行いまし た。 大変立派に実っ ている 果物を 自ら 収穫し てお腹いっ

ぱい食し 、 皆さ ん笑顔で楽し んでいまし た。 その後は果樹園の中でジン ギスカ ン を いただき まし た。 大自

然の中で皆さ んと 味わう ジン ギスカ ン は別格です。 収穫し た果物は御持ち 帰り し 、 各自ご家庭でも 堪能さ

れた事と 思います。

　 　 　 　 　 　 　 　 その後は、 小樽に向かい「 日本銀行旧小樽支店」

や、「 かま栄工場直売店」 に寄り お土産を 購入し たり 、

食事を し たり 、 小樽運河を 散策し たり 、 皆さ ん楽し

い時間を 過ごし まし た。 こ の「 日帰り バス旅行」 は、

今年で 4 回目の開催と なり 毎回好評の企画です。

　 　

　 　 　 　

　 　 　

　 皆さ んが参加し たく なる 、楽し く 思い出になる「 日

帰り バス旅行」 を 今年も 取組んでいき ます。

　 2 0 2 5 年を 迎え、 新し い年も さ ら に「 笑顔と 安心

があふれる 地域作り 」 を 目標に自治会活動を 進めて

行こ う と 考えており ます。

大麻桜木町第二自治会

　 　 会　 長　 樋　 口　 裕　 晃

自 治 会 活 動 掲 示 板


